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１ 消防団の沿革

太田市消防団の沿革

平成 17 年 3 月 28 日

太田市・尾島町・新田町・藪塚本町の合併に伴い、連合消防団（太田市太田消防団・

太田市尾島消防団・太田市新田消防団・太田市藪塚消防団）を設置する。

平成 17 年 4 月 1 日

連合消防団を統合し、太田市消防団を設置する。18 か分団、定数 700 名、実員 664

名となる。

初代消防団長に持明周次氏就任する。

平成 17 年 12 月 6 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）3台購入、第 3分団第 2部、4分団第 1部、

第 11 分団第 1部に配置する。

平成 17 年 12 月 26 日

消防団連絡車（ニッサンキャラバン）購入する。

平成 18 年 2 月 9 日

（財）日本消防協会より、防災広報車（スバルレガシーツーリングワゴン）が寄贈

される。

平成 18 年 4 月 1 日

実員 659 名となる。

平成 19 年 3 月 15 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）2台購入、第 5分団第 2部、第 14 分団第 1部に

配置する。

平成 19 年 4 月 1 日

実員 655 名となる。

第 2代消防団長に、上村勝利氏就任する。

組織改編により、第 1分団が 3部制から 2部制になる。

平成 20 年 3 月 14 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 9分団第 2部に配置する。

平成 20 年 3 月 29 日

第 8分団第 3部車庫詰所を新築移転する。総工費 22,470,000 円

平成 20 年 4 月 1 日

実員 645 名となる。

平成 21 年 2 月 1 日

第 6分団第 1部を旧強戸出張所に移転する。

平成 21 年 2 月 20 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 14 分団第 2部に配置する。

平成 21 年 3 月 27 日

第 8分団第 1部車庫詰所を新築移転する。総工費 23,604,000 円

平成 21 年 4 月 1 日

実員 636 名となる。
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平成 22 年 1 月 29 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 1分団第 2部に配置する。

平成 22 年 1 月 29 日

（財）日本消防協会より、防災活動車（日産バネット）が寄贈される。

平成 22 年 2 月 1 日

消防団救助資機材搭載型車両を総務省より無償借受する。

平成 22 年 2 月 4 日

第 6分団第 1部車庫詰所（旧強戸出張所）を改修する。改修費 8,316,000 円

平成 22 年 3 月 1 日

消防団救助資機材セットを総務省より無償借受する。

平成 22 年 4 月 1 日

実員 637 名となる。

平成 22 年 12 月 20 日

第 4分団第 1部車庫詰所を新築移転する。総工費 19,603,500 円

平成 23 年 4 月 1 日

藪塚地区 4か分団（第 15 分団・第 16 分団・第 17 分団・第 18 分団）を 2か分団

（第 15 分団・第 16 分団）に改組する。

平成 24 年 3 月 8 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 5分団第 1部・第 6分団第 1部に配置

する。

平成 24 年 4 月 1 日

実員 645 名となる。

平成 25 年 3 月 15 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 11 分団第 2部・第 15 分団第 1部に配

置する。

平成 25 年 3 月 21 日

第 2分団第 1部・第 2部を統合した詰所を新築し、車庫を改修する。

総工費 20,905,500 円

平成 25 年 4 月 1 日

実員 635 名となる。

平成 26 年１月 31 日

第 3分団第 3部車庫詰所を新築移転する。総工費 21,283,500 円

平成 26 年 2 月 6 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 7分団第 1部・第 13 分団第 2部に配置

する。

平成 26 年 4 月 1 日

実員 647 名となる。

平成 27 年 1 月 27 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 1分団第 1部・第 12 分団第 1部に配置

する。

平成 27 年 4 月 1 日

実員 635 名となる。
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平成 27 年 6 月 30 日

第 3分団第 2部車庫詰所を新築移転する。総工費 23,122,800 円

平成 28 年 2 月 9 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 9分団第 3部・第 10 分団第 1部に配置

する。

平成 28 年 4 月 1 日

実員 626 名となる。

平成 28 年 5 月 22 日

第 8分団第 2部車庫詰所を新築移転する。総工費 25,887,600 円

平成 29 年 2 月 13 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 9分団第 1部・第 16 分団第 2部に配置

する。

平成 29 年 3 月 19 日

第 7分団第 2部車庫詰所を新築移転する。総工費 22,572,000 円

平成 29 年 4 月 1 日

実員 623 名となる。

第 3代消防団長に、宮田次男氏就任する。

平成 30 年 1 月 30 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 3分団第 3部・第 4分団第 2部に配置

する。

平成 30 年 3 月 17 日

第 16 分団第 2部車庫詰所を新築移転する。総工費 25,272,000 円

平成 30 年 4 月 1 日

実員 611 名となる。

平成 30 年 12 月 13 日

(財）日本消防協会より、防災活動車（三菱デリカ）が寄贈される。

平成 31 年 1 月 25 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 8分団第 1部・第 16 分団第 1部に配置

する。

平成 31 年 2 月 4 日

消防団救助資機材搭載型消防ポンプ自動車を総務省より無償借受する。

平成 31 年 2 月 27 日

第 15 分団第 1部車庫詰所を新築する。総工費 27,302,400 円

平成 31 年 4 月 1 日

実員 562 名となる。

第 4代消防団長に、中島正幸氏就任する。

令和 2年 2月 7日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 8分団第 2部・第 10 分団第 2部に配置

する。

令和 2年 4月 1日

実員 557 名となる。

機能別消防団員の制度を導入する。
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令和 2年 8月 1日

機能別消防団員（大規模災害時の情報収集）に群馬銀行 9名、桐生信用金庫 16 名が

入団する。

令和 3年 2月 4日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 8分団第 3部・第 4分団第 1部に配置

する。

令和 3年 4月 1日

実員 560 名となる。

令和 3年 8月 31 日

第 5分団第 1・2部車庫詰所を新築移転する。総工費 48,235,000 円

令和 4年 3月 1日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 2分団第 1部・第 13 分団第 1部に配置

する。

令和 4年 3月 18 日

第 16 分団第 1部車庫詰所を新築移転する。総工費 35,486,000 円

令和 4年 4月 1日

実員 577 名となる。

令和 4年 12 月 21 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 7分団第 2部・第 12 分団第 2部に配置

する。

令和 5年 3月 25 日

第 9分団第 3部車庫詰所を新築移転する。総工費 33,154,000 円

令和 5年 4月 1日

実員 544 名となる。

第 5代消防団長に、堀本知昭氏就任する。

令和 6年 4月 1日

実員 512 名となる。

令和 7年 1月 23 日

消防ポンプ自動車（日野デュトロ）購入、第 2分団第 2部・第 3分団第 1部に配置

する。

令和 7年 3月 19 日

第 1分団第 2部車庫詰所を新築移転する。総工費 45,815,000 円

令和 7年 4月 1日

実員 496 名となる。

組織改編により、第 1分団が 2部制から 1部制になる。

令和 7年 6月 20 日

消防ポンプ自動車（トヨタダイナ）購入、第 11 分団第 1部・第 15 分団第 2部に配

置する。

令和 8年 4月 1日

実員 496 名となる。
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連合消防団までの各団の沿革

○太田消防団

昭和 14 年 4 月 1 日

勅令（第 20 号）警防団令施行に基づき、消防組と自主的に組織されていた防護団を

統合して太田町警防団を設置する。

昭和 19 年 9 月 1 日

警防団に常備消防部を設置し、専任消防職員 10 名他、助勤者として警防団員が交代

で勤務する。

昭和 22 年 10 月 6 日

勅令（第 185 号）消防団令施行により警防団を消防団に改組、団員定数 1,257 名と

する。

昭和 23 年 5 月 3 日

太田市制施行により太田市消防団と改称する。

昭和 47 年 4 月 1 日

太田市、大泉町、新田町、尾島町の 1市 3町構成による太田地区消防組合を設立す

る。太田市消防団を太田地区消防組合中央消防団に改める。

昭和 52 年 4 月 1 日

中央消防団を太田消防団と改める。

○尾島消防団

昭和14年 4月 1日

警防団公布施行と同時に尾島町消防組を尾島町警防団と改称。

昭和22年10月 6日

消防団公布令施行に伴い消防団設置条例を制定、14か分団定数425名となる。

昭和32年11月 1日

新田郡世良田村との合併により20か分団605名となる。

昭和47年 4月 1日

太田市、大泉町、新田町、尾島町、1市3町構成による太田地区消防組合を設立する。

尾島町消防団を太田地区消防組合尾島消防団と改称する。

○新田消防団

昭和 14 年 4 月 1 日

勅令（第 20 号）警防団令施行に基づき、木崎町・生品村・綿打村消防組をそれぞれ

警防団に改組する。

昭和 22 年 10 月 6 日

勅令（第 185 号）消防団令施行に基づき、木崎町消防団 6か分団定数 120 名、生品

村消防団 6か分団定数 115 名、綿打村消防団 8か分団定数 154 名に改組する。

昭和 31 年 9 月 30 日
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町制により上記 1町 2村が合併し新田町となり、新田町消防団 20 か分団定数 389 名

に改組する。

昭和 40 年 10 月 2 日

新田町消防団常備部を創設、1常備部（5名）5か分団 144 名に改組する。

昭和47年 4月 1日

太田市、大泉町、新田町、尾島町、1市3町構成による太田地区消防組合を設立する。

新田町消防団を太田地区消防組合新田消防団と改称する。

○藪塚本町消防団の沿革

昭和 22 年 10 月 6 日

藪塚本町消防団発足。10 か分団定数 400 名。

昭和 29 年 4 月 1 日

10 か分団定数 400 名から、10 か分団定数 300 名に改組する。

昭和 38 年 4 月 1 日

10 か分団定数 300 名から、4か分団定数 83 名に改組する。



２ 太田市消防団組織機構図（令和８年４月１日現在）

管轄地区

部長 班長 団員
韮川地区第４分団長 副分団長

部長 班長 団員
(15)

部長 班長 団員
休泊地区第７分団長 副分団長

部長 班長 団員
(24)

部長 班長 団員
毛里田地区第９分団長 副分団長 部長 班長 団員

(31) 部長 班長 団員

太田地区第１分団長 副分団長 部長 班長 団員
(15)

部長 班長 団員
九合地区第２分団長 副分団長

部長 班長 団員
(32)

部長 班長 団員
沢野地区第３分団長 副分団長 部長 班長 団員

(40) 部長 班長 団員

部長 班長 団員
鳥之郷地区第５分団長 副分団長

部長 班長 団員
(18)

第６分団長 副分団長 部長 班長 団員 強戸地区
(26)

部長 班長 団員
宝泉地区第８分団長 副分団長 部長 班長 団員

(22) 部長 班長 団員

部長 班長 団員
第10分団長 副分団長

(1) (3) 部長 班長 団員
(37)

部長 班長 団員
第11分団長 副分団長

部長 班長 団員
(51)

(6) (1)
部長 班長 団員

木崎地区第12分団長 副分団長
部長 班長 団員

(21)
部長 班長 団員

生品地区第13分団長 副分団長
部長 班長 団員

(21)
部長 班長 団員

綿打地区第14分団長 副分団長
部長 班長 団員

(30)

部長 班長 団員 藪塚東部地区
第15分団長 副分団長

部長 班長 団員 藪塚西部地区
(37)

部長 班長 団員 藪塚東部地区
第16分団長 副分団長

部長 班長 団員 藪塚西部地区
(37)

情報収集 20名

団員 避難所運営補助  0名
機能別消防団員 (28)

予防広報  0名
ラッパ長 副ラッパ長

ラッパ吹奏  8名
分団長 副分団長 部長 班長 団員

※（各分団から兼務及び機能別消防団員）

【実員数】 496名 （男性 487名、女性 9名）

団長 副団長 本部員 分団長 副分団長 部長 班長 団員
1名 3名 7名 17名 17名 34名 34名 383名

第
1
方
面
隊

第
2
方
面
隊

第
3
方
面
隊団　

長

副
団
長

本
部
員

第
4
方
面
隊

尾島地区
方
面
隊
長

訓
練
担
当

第
5
方
面
隊

第
6
方
面
隊
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３ 消防団員階級別年齢別調
令和8年4月1日現在  単位（人）

年齢 21才 21才 26才 31才 36才 41才 46才 51才 56才

～～～～～～～

階級 未満 25才 30才 35才 40才 45才 50才 55才 以上

団

長
1 1

副

団

長

3 3

本

部

員

1 3 3 7

分

団

長

3 4 6 4 17

副
分
団
長

1 9 5 2 17

部

長
4 10 9 7 4 34

班

長
1 1 10 9 6 3 4 34

団

員
4 24 26 47 58 75 66 49 34 383

合

計
4 24 27 48 72 98 95 73 55 496

計
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４ 消防団員階級別在団年数調
令和8年4月1日現在  単位（人）

年数 1 5 5 10 10 15 15 20 20 25 25 30

階級

団

長
1

副

団

長

3

本

部

員

7

分

団

長

17

副
分
団
長

17

部

長
34

班

長
34

団

員
383

合

計
496

1 30

1

3

3 4

2 5 6 4

3 8 3 3

1 4 14 9 3 3

5 10 11 3 3 2

28 113 78 53 36 45 25 5

28 113 84 67 66 70 43 25

計年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上

年
未
満

年
以
上
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５ 消防団員階級別実員
令和8年4月1日現在  単位（人）

階級

所属

団本部 1 3 7 28 39 

ラッパ隊 (1) (1) (1) (1) (13) (17)

第1分団 1 1 1 1 11 15 

第2分団 1 1 2 2 26 32 

第3分団 2 1 3 3 31 40 

第4分団 1 1 2 2 9 15 

第5分団 1 1 2 2 12 18 

第6分団 1 1 1 1 22 26 

第7分団 1 1 2 2 18 24 

第8分団 1 1 3 3 14 22 

第9分団 1 1 3 3 23 31 

第10分団 1 1 2 2 31 37 

第11分団 1 1 2 3 44 51 

第12分団 1 1 2 2 15 21 

第13分団 1 1 2 2 15 21 

第14分団 1 1 3 2 23 30 

第15分団 1 1 2 2 31 37 

第16分団 1 2 2 2 30 37 

合計 1 3 24 17 34 34 383 496 

　※ラッパ隊は兼務

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 計
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６　消防団車両配置一覧表
令和8年4月1日現在

車 両 名 配 置 場 所 車 種 登 録 番 号 登録年月日 種 別

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

第　１分団１号車 太田市本町28-8 日野 デュトロ 群馬830 み 101 H27.1.19

第　２分団１号車 太田市飯塚町1358-1 日野 デュトロ 群馬830 に 201 R4.2.21

第　２分団２号車 太田市飯塚町1358-1 トヨタ　ダイナ 群馬830 つ 202 R6.12.24

第　３分団１号車 太田市高林東町1733-1 トヨタ　ダイナ 群馬830 ほ 301 R6.12.24

第　３分団２号車 太田市牛沢町52-1 日野 デュトロ 群馬800 す 6774 H17.12.6

第　３分団３号車 太田市細谷町1324-12 日野 デュトロ 群馬830 て 303 H30.1.24

第　４分団１号車 太田市台之郷町1276-1 日野 デュトロ 群馬830 た 401 R3.1.21

第　４分団２号車 太田市東長岡町1558-6 日野 デュトロ 群馬830 そ 402 H30.1.24

第　５分団１号車 太田市鳥山町642-3 日野 デュトロ 群馬830 た 501 H24.2.23

第　５分団２号車 太田市鳥山町642-3 日野 デュトロ 群馬830 す 502 H19.3.7

第　６分団1号車 太田市石橋町762-1 日野 デュトロ 群馬830 す 601 H24.2.23

第　７分団1号車 太田市龍舞町2018-4 日野 デュトロ 群馬830 そ 701 H26.1.23

第　７分団２号車 太田市茂木町2181-3 日野 デュトロ 群馬830 そ 702 R4.12.6

第　８分団１号車 太田市藤久良町1 日野 デュトロ 群馬830 せ 801 H31.1.15

第　８分団２号車 太田市別所町339-1 日野 デュトロ 群馬830 す 802 R2.1.21

第　８分団３号車 太田市西野谷町67 日野 デュトロ 群馬830 せ 803 R3.1.21

第　９分団１号車 太田市只上町1858-1 日野 デュトロ 群馬830 せ 901 H29.2.7

第　９分団２号車 太田市丸山町73-3 日野 デュトロ 群馬830 さ 902 H20.3.13

第　９分団３号車 太田市原宿町3436-4 日野 デュトロ 群馬830 す 903 H28.2.1
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車 両 名 配 置 場 所 車 種 登 録 番 号 登録年月日 種 別

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車

消防ポンプ

自動車
無償貸与車 救助資機材搭載型

H31.1.30 消防ポンプ自動車

無償貸与車

H22.1.21

第１０分団１号車 太田市堀口町200-4 日野 デュトロ 群馬830 ね 1001 H28.2.1

第１０分団２号車 太田市亀岡町196 日野 デュトロ 群馬830 ち 1002 R2.1.21

第１１分団１号車 太田市大舘町1483-3 トヨタ ダイナ 群馬830 ち 1101 R7.3.28

第１１分団２号車 太田市世良田町1487-1 日野 デュトロ 群馬830 つ 1102 H25.1.21

第１２分団１号車 太田市新田中江田町1142-1 日野 デュトロ 群馬830 す 1201 H27.1.19

第１２分団２号車 太田市新田中江田町1142-1 日野 デュトロ 群馬830 せ 1202 R4.12.6

第１３分団１号車 太田市新田村田町463-1 日野 デュトロ 群馬830 せ 1301 R4.2.21

第１３分団２号車 太田市新田市野井町2618 日野 デュトロ 群馬830 せ 1302 H26.1.23

第１４分団１号車 太田市新田大根町998-7 日野 デュトロ 群馬830 さ 1401 H19.3.7

第１４分団２号車 太田市新田上田中町179-2 日野 デュトロ 群馬830 さ 1402 H21.1.29

第１５分団１号車 太田市藪塚町2926-12 日野 デュトロ 群馬830 そ 1501 H25.1.21

第１５分団２号車 太田市大原町108-30 トヨタ ダイナ 群馬830 そ 1502 R7.3.28

第１６分団１号車 太田市藪塚町1746-12 日野 デュトロ 群馬830 す 1601 H31.1.15

第１６分団２号車 太田市大原町786-10 日野 デュトロ 群馬830 さ 1602 H29.2.7

予備車 太田市鳥山下町409-1 いすゞ エルフ 群馬830 さ 9119

団本部指揮車 太田市鳥山下町409-1 トヨタ ウィッシュ 群馬830 ね 119 H15.5.19 指揮車

防災活動車① 太田市鳥山下町409-1 ニッサン バネット 群馬830 す 5119 H22.1.27 資材搬送車

防災活動車② 太田市鳥山下町409-1 三菱 デリカ 群馬800 せ 8777 H30.11.22 人員搬送車

救助資機材搭載車 太田市鳥山下町409-1 ニッサン アトラス 群馬830 さ 3119 救助資機材搭載車

消防団連絡車 太田市鳥山下町409-1 ニッサン キャラバン 群馬332 な 1119 H17.12.21 連絡車

防災広報車 太田市鳥山下町409-1 スバル レガシイ 群馬330 な 2119 H18.2.22 広報車
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